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研究成果の概要（和文）：2021年９月～11月、国立民族学博物館において特別展「ユニバーサル・ミュージアム
－さわる！“触”の大博覧会」が開催された。研究代表者の廣瀬は実行委員長として、分担者の山本は実行委員
として、本展の企画に携わった。特別展では「風景にさわる」というセクションを設け、科研プロジェクトの一
環で行なったワークショップの成果物（陶芸作品）を展示した。また、本展の図録には廣瀬が「触察の方法論」
について、山本が「視覚障害者の空間イメージ形成」について、論文を寄稿している。この図録は科研プロジェ
クトの成果に基づく出版物であると同時に、日本におけるユニバーサル・ミュージアム研究の基本文献と位置付
けることもできる。

研究成果の概要（英文）： From September to November 2021, the special exhibition “Universal Museum:
 Exploring the New Field of Tactile Sensation” has been held at the National Museum of Ethnology. 
Dr. Hirose (the leader of this project) was the organizer, and Dr. Yamamoto (the partner of this 
project) was a committee member of the special exhibition. There was a section “Touch the Scenery”
 in the special exhibition. At this section, we have displayed some works of ceramic art based on 
the workshop of our project. Dr. Hirose's thesis about the theory of tactile learning, and Dr. 
Yamamoto's thesis about the image of outdoor space by the visually-impaired are printed in the 
catalog of the special exhibition. This catalog is not only the the publication of our result of the
 project, but also the essential report of the research on “universal museum” in Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国立民族学博物館の特別展「ユニバーサル・ミュージアム」は、コロナ禍の状況下であえて大規模な「さわる展
示」を実施する試みだった。そのため、会期中にはさまざまな新聞、テレビ番組等で本展の趣旨・概要が好意的
に紹介された。各方面で非接触が強調される中で、さわることの大切さを積極的に訴えた本展の社会的意義は大
きい。視覚障害の当事者が実行委員長となって運営に当たる本展は世界的にも類例がなく、新たな「ソーシャ
ル・インクルージョン」の可能性を提示した実践研究としても評価できる。４年間の科研プロジェクトの成果を
通じて、日本発のユニバーサル・ミュージアム研究を国際的に発信する土台ができたといえるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

⑴視覚障害者の触察学習に関しては、盲学校などの教育現場で実践の蓄積があるが、その体系

的な研究はまだ十分になされていない。各地の盲学校の資料室に残される史資料の調査研究も

未だ不十分な状況である。特殊教育・特別支援教育の枠にとどまらず、学際的な研究の実施が

急務となっている。 

⑵触察の方法論については、理数系の教材、社会科の地図などを用いる実証実験が主流であり、

野外活動の調査はこれまでほとんど実施されてこなかった。視覚障害者を対象とする野外での

実験の実施に当たっては安全確保、人権への配慮等が必要となるため、従来は試みられるケー

スが少なかった。また、インクルーシブ教育の進展により、盲学校の児童・生徒数が減少し、

まとまった数の視覚障害被験者を得にくいという現状もある。 

 

２．研究の目的 

⑴本研究では学生のみならず社会人、あるいは先天的な全盲者と中途失明者など、さまざまな

タイプの視覚障害者を被験者として、野外での触察行動（手指・身体の使い方）を調査する。

これにより、触察の方法論に関する包括的な研究が可能となる。本研究の成果は、地域の学校

に通う視覚障害児童・生徒対象の触図読解指導、中途失明者のリハビリなどへの応用も期待で

きる。 

⑵野外活動としては具体的に滋賀県の陶芸の森（信楽）、および国立民族学博物館において、ま

ちあるき・観光などのワークショップを企画・実施する。これにより、視覚障害者の歩行誘導

システム開発、野外活動のユニバーサル化に向けて、研究の基礎となるデータを収集・整理す

ることができる。ユニバーサル・ミュージアム（誰もが楽しめる博物館）に関するこれまでの

研究蓄積と合わせて、日本から新たな「ユニバーサル論」を国際的に発信することも可能とな

るだろう。 

 

３．研究の方法 

⑴陶芸の森の展示室において形象土器の触察ワークショップ、および信楽町の窯元などを訪ね

るまちあるきワークショップを行う。「まち」の空間イメージ形成について、晴眼者と視覚障害

者からインタビュー調査し、その違いを比較検討する。視覚中心で外界を把握する晴眼者に対

し、触覚ベースで世界をとらえる視覚障害者の五感活用術を明らかにすることで、共生社会を

築くヒントが得られるはずである。 

⑵国立民族学博物館の特別展「ユニバーサル・ミュージアム」で屋外展示された石の作品を用

いて、触察ワークショップを開催する。ワークショップに参加した多様な人々からアンケート

を取るとともに、視覚障害者を中心に、一部の参加者の行動をビデオ撮影し、動作と探索方法

の関係を分析する。ビデオ撮影に際しては、押す・たたく・なでる・持ち上げるなど、具体的

な手指の動きにフォーカスし、その動作に伴う発話も記録する。 

 

４．研究成果 

⑴信楽での触察ワークショップの成果をまとめ、国立民族学博物館の特別展図録で報告した。

視覚中心の従来のまちあるき・観光に対して、触覚による情報収集の豊かな可能性を提示する

ことができた。 



⑵「空間イメージ形成」については、コロナ禍のため、実験・検証が不十分となり、当初目標

を達成できなかったが、今後につながるいくつかの貴重な知見を得て、2023 年度以降、本研究

プロジェクトをさらに発展させる準備が整った。本研究の成果と課題を踏まえ、「視覚障害者の

野外活動、空間イメージ形成」をテーマとする本格的な新プロジェクトを申請する予定である。 
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